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■未来は消防士!?
中学生チャレンジ事業において、消防士さながらの放水を体験中!!
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広大な敷地に約1300万本のコスモス♪滑川まつりを開催します

山村体験交流施設「くぬぎむら体験交流館」

「くぬぎむら体験交
流館」は、平成16年３
月に廃校となった大椚
第二小学校跡地を利用
し、山村体験交流施設
として平成20年２月に
オープンしました。
旧校舎の趣を取り入

れたこの施設は、標高
400ｍに位置し、関東

平野を一望できる豊かな自然環境の中で、地域に伝わる
「ひもかわ」や「きつね寿司」といった郷土料理や、竹細工
を中心とした工芸品づくり、また周辺の農地を利用した山
間の農業などが体験できます。またこの地域には「越沢

こえざわ

稲荷
いなり

の大杉」や「砥
と

石
いし

のヒノキ」、「姥樫
うばかし

」などの巨木が多く残
されており、貴重な巨木にめぐり会うことができ、春はシ
ャガ、秋はシュウカイドウの可憐な花の姿を楽しむことが
できます。

◆問合せ先◆
コスモスまつり実行委員会事務局　TEL 0493－54－1511

滑川町では、11月
3日に今年で28回目
を向かえる『滑川ま
つり』を滑川町役場
周辺にて開催いたし
ます。見どころは、
春日めぐみ歌謡ショ
ーや滑川総合高校と
滑川中学の吹奏楽合
同演奏会、また舞台では日頃の練習の成果をたくさんのク
ラブの皆さんが披露します。
会場には、赤飯やおにぎり、とん汁のサービスをはじめ、

手作り石鹸の配布などを行う無料コーナーや家庭で使用の
切れ味の悪くなった包丁を持参すると100円で職人さんが
研磨してくれるコーナーもあります。
また、出店コーナーには、多くの団体によるバザーや加

工品の販売、焼きそばや焼肉、採れたての野菜や果物、焼
き芋の販売など、買い物をするだけでもどれを買うか迷っ
てしまうほど賑わいます。ぜひ、お出掛けください。

今年も吉見町では、10月11日（土）～26日（日）の約２週
間にわたり、道の駅「いちごの里よしみ」北東側の下細谷
耕地にてコスモスまつりを開催します。
約13ヘクタールの広大な土地に、まるでピンクの絨毯を敷
き詰めたようにコスモスの花が咲き乱れます。
コスモスまつり期間中の10月18日（土）、19日（日）には、

コスモスの摘み取
りや枝豆狩り、地
場産農産物加工品
等のバザーなどさ
まざまなイベント
が予定されていま
す。
中でも気球での

遊覧体験は一押し
の企画で25メー
トル上空からコスモス畑を眺めることができます。
さわやかな秋を彩るコスモスを楽しみに、ぜひお出掛け

ください。

秋を楽しむ　はとやま祭

秋はさわやかな風が吹き青空が透き通る、お出かけには
最高の季節です。鳩山町では11月2日（日）に、鳩山町中
央公民館北側駐車場で第29回はとやま祭を開催します。会
場には、商工会や生産団体、協賛団体のお店が約50店並び、
模擬店や地元の新鮮な野菜や加工品、鳩山産大豆を使った
黒大豆入り鳩豆うどんや焼酎など特産品も販売します。
また、会場内の特設ステージでは、地元団体による和太

鼓やバンドの演奏、子どもたちのかわいいダンス、民謡や
フラダンスなど多彩な催しが行われます。ぜひ、ご家族お
揃いでお越しください。

◆問合せ先◆ 鳩山町産業振興課　TEL 049－296－5895
◆問合せ先◆

くぬぎむら体験交流館　TEL 0493－67－1571

◆問合せ先◆ 滑川町産業振興課　TEL 0493－56－6906
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武蔵嵐山駅・アイプラザ内にカフェがオープン
今春、武蔵嵐山駅ステーションホールアイプラザ内に喫茶コーナー『カフェ パステル』が

オープンしました。障害者の自立と社会参加、就業支援を積極的に推進するため、県立嵐山郷
と嵐山町福祉作業所フレンズが運営しています。1日９杯限定の水出し珈琲（350円）・エスプ
レッソ（200円）など喫茶コーナーの他にも、芋ようかん・ゆずカステラなどの町特産品や味
菜工房のお惣菜、障害者手作りの工芸品も好評です。営業時間は8時～18時。水曜定休です。
電車の待ち時間やサークルの集まりなど、ふれあいの空間をぜひご利用ください。

大内沢観光みかん園オープン
東秩父村大内沢の観光みかん園が10月19日（日）にオー

プンします。
大内沢観光みかん

園には、8軒のみかん
農家があり、ここの
みかんは、ちょっと
こぶりですがひとあ
じ濃いと評判です。
みかん狩りは12月
中旬まで期間内無休
で開園しており、小
学生以上300円の入園料で、園内は食べ放題です。また、お
土産として1網500円でもぎ取りつめ放題にてお持ち帰り
もできます。
11月中旬には紅葉も見頃となります。みかん狩りで秋の

ひとときを楽しくお過ごしください。

１年中泳げます「パトリアおがわ温水プール」
「パトリアおがわ」（小川町総合福祉センター）には、20

ｍの温水プールがあります。歩くコース２コース、泳ぐコ
ース２コースに分かれており、アクアビクスや水中ウォー
キング教室を実施したり、健康づくりや介護予防にと多く
の方に利用されています。入場券はプールだけでなく、お
風呂や交流室も使用できる共通券となっていますので、プ

ールで運動し疲れた
体をゆっくりと休め
ていくこともできま
す。小川町以外の方
も利用できますので
ぜひ、一度ご来館く
ださい。また、10月
26日（日）には「福祉
まつり」も開催され
ます。

楽しいイベント盛りだくさん！
環境について考えてみませんか

東松山市と環境まちづくりパートナーでは、人と自然と
のつながり、人と人とのつながりを広げるため第９回東松
山環境フェアを開催します。
この環境フェアは環境まちづくりパートナーをはじめと

する市民団体や事業者の方々と連携協力して「環境にやさ
しいまちづくり」を推進するためのシンボルイベントです。
『見る』では「もったいない」をテーマとして募集した

ポスターがホールいっぱいに並べられている光景は圧巻で
す。当日発表する優秀賞の中からあなたの1票が最優秀賞を
決めます。『聴く』では「人と自然をつなぐ音楽の環」をテ
ーマとしたミニコ
ンサートなど、他
にもスタンプラリ
ーでは『集める』
『学ぶ』『体験する』
と環境フェアを満
喫できます。

◆問合せ先◆ ステーションホールアイプラザ　TEL0493－61－2823

◆問合せ先◆
大内沢観光みかん園組合（見晴園）TEL  0493－82－1041

◆問合せ先◆ 川島町農政産業課　TEL 049－297－1811

アクセス：関越自動車道嵐山小川ＩＣから30分
東武東上線寄居駅から村営バス和紙の里行
き、堂平バス停下車、徒歩15分

毎年恒例、今年も川島町
の平成の森公園で農業商工
祭が開催されます。地元農
産物の特売や品評会が行わ
れ、品評会に出品した農作
物は即売されます。
また、多目的広場では、

子どもたちが楽しめるよう、
小動物とのふれあいコーナ
ーやヘリコプターのコック
ピットへの体験乗車、園内
にレールを敷いてのミニＳ
Ｌへの乗車など盛りだくさ
んのイベントが行われる予
定です。

日時：11月23日（祝）午前10時～午後３時　
場所：川島町平成の森公園

◆問合せ先◆ 東松山市環境保全課　TEL 0493－21－1401

◆問合せ先◆ 小川町総合福祉センターパトリアおがわ
TEL 0493－74－2323

交通：東武東上線　小川町駅下車皆谷・白石車庫行きバス
７分パトリアおがわ前下車

日時：10月11日（土）午前10時～午後2時30分　
場所：東松山市民文化センター
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凡例 は現存する城跡 
は消滅した城跡 

比企地域を中心とした主な城郭分布図 
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毎年、比企地区の市町村教育委員会
と埼玉県立嵐山史跡の博物館とが共催
して巡回文化財展を行っています。今
回は、比企城館跡群が国指定史跡にな
ったことを記念して菅谷館跡、松山城
跡、杉山城跡、小倉城跡をはじめ、比
企地域に遺

のこ

る多くの中世城館跡を紹介
しています。

◆問合せ　埼玉県立嵐山史跡の博物館
TEL：0493－62－5652

松山合戦で知られる名城

松山城跡（まつやまじょうあと）

松山城は、比企丘陵
の先端に築かれ、三方
を市野川によって囲ま
れた天然の要

よう

害
がい

を形成
した北武蔵地方屈指の
山城です。築城につい
ては15世紀後半、両上

杉氏らによる関東の動乱を背景として造られたという
考え方が有力です。戦国期は、北条氏康・上杉謙信・
武田信玄の争奪戦に巻き込まれた城で、幾度となく攻
防戦が繰り広げられます。そのたびに城主が頻繁に変
わりましたが、関東一円が北条氏の勢力下となると、
北条氏に従った上田氏の支配するところとなったよう
です。天正18年(1590年)、豊臣秀吉による小田原征伐
の際、前田利家・上杉景勝などの軍勢に包囲され落城
します。その後徳川家康の関東入国とともに松平家広
が城主となりますが、弟忠頼のとき浜松に移封され、
慶長６年(1601年)廃城となりました。

※守りに有利な険しい地形の場所。または砦のこと。

※城の周りのとりでや囲い

※昔の様式を残した古い建物のあと

戦国期城郭の最高傑作

杉山城跡（すぎやまじょうあと）

鎌倉街道を見下ろす丘陵の尾根上に造られたこの城
は、山の高低差を巧みに利用して10あまりの郭

くるわ

を理想
的に配置するなど、高度な築城技術の粋を集めており、
戦国期城郭の最高傑作のひとつとして高く評価されて
います。出土遺物から知ることのできる杉山城の年代
は、長享年中の大乱よ
りも少し後の頃となり
ます。すなわち山内上
杉氏の内部抗争や同族
の扇谷上杉氏と争った
中で築かれた城だと考
えられています。

畠山重忠館の伝承を持つ戦国時代の広大な平城

菅谷館跡（すがややかたあと）

菅谷館は鎌倉時代の武将で
ある畠山重忠によって築かれ
たと伝えられています。重忠
時代の遺構

いこう

は確認されていま
せんが、館跡を含む周辺地域
は菅谷と呼ばれ、古くから畠
山氏の拠点であったことがわ
かっています。現在館跡で見
られる土塁や堀などは戦国時
代の遺構で、関東管領山内上杉氏が古河公方や扇谷上
杉氏の勢力と争った「長享年中の大乱（1487年～1505
年）」の頃に使われた平城であったと考えられています。
広大な敷地でもあった城は現在、史跡公園として整備
されており、室町時代から戦国時代にかけての城の縄
張りを今に伝えています。

随所に石垣をもちいたお城

小倉城跡（おぐらじょうあと）
比企歴史の丘巡回文化財展

「比企の城」展開催中 小倉城は槻川の蛇行部を活かした天然の要害で、最
大の特徴は何と言っても戦国時代、関東の城ではまれ
な地元で産出する下里石（緑泥石片岩）を使い、石垣

を随所に築いていること。高く
大きなものではなく石積ですが、
たいへん貴重な遺構であり、保
存状態も良好です。城主は後北
条氏の武将・遠山光影とする説
と松山城主であった上田氏とす
る説とがあります。

※

※
※
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放火（疑いを含む）が原因と思われる火災が多発!! 地域ぐるみでの取組みを

比企消防本部管内では、放火あるいは放火の疑いのある火災が増加してお
り、今年7月末までに発生した73件の火災のうち18件（約25%）が放火ある
いは放火の疑いによるものです。
放火は重罪であるにもかかわらず、犯罪という認識が薄く、衝動的に火を

つける、または社会が騒ぐのを見て悦ぶ愉快犯的な行為と考えられます。
放火の対象は、「人目につきにくく、火をつけやすい場所」ならどこでもよ

く、地域に関係なく発生しています。
放火されないための８ポイントに十分注意し、地域ぐるみで放火の撲滅に

努めましょう！

平成20年１月～７月現在  出火別火災件数 
たばこ 2 
 こんろ 5 

 

ストーブ 1 
 

電灯電話等 
の配線 6 
 

調査中 11 
 

たき火 5 
 

火遊び 1

その他 
24

放火 １０ 

放火の疑い ８ 

その他とは 
分類に該当 
しないもの 
をいう 

─ 放火されないための8ポイント─

火災警報器はつけましたか？
住宅の寝室や階段など

への火災警報器の設置が
今年６月からは義務化と
なりました。住宅用火災
警報器を設置することで、
万が一火災が起きても早
期発見と避難が可能とな
ります。あなたにとって大切な人、大切な命を守
る機器です。お早めの設置をお願いします。

地震に対する備え
海外では中国四川省、国内では６月の岩手・宮城内陸地震を

はじめ各地で地震が発生しており、いつ大きな地震が襲ってく
るかわかりません。突然の大災害時には、電気、ガス、水道、通
信など地震発生直後から数日間はライフラインが十分に機能し
ないおそれがあります。こうした事態を想定し、それを乗り切
るために日頃から非常持出品・備蓄品を準備しておきましょう。

悪質な訪問販売には
ご注意を！
住宅用火災警報器の設置義

務化を契機として、不適切な
価格・無理強い販売などを行
う業者にはご注意ください。
（火災警報器は、クーリング
オフの対象です。）

●火災警報器の購入については、最寄の消防本
部・消防署、または住宅用火災警報器相談室（下
記フリーダイヤル）へご相談ください。

○住宅用火災警報器相談室
《フリーダイヤル》0120－565－911
受付時間：月曜から金曜までの午前9時から午後5時

☆比企広域消防本部ＨＰにも詳しく掲載されてい
ます。http://www.hiki-saitama.jp/119/

非　常 
持出品 

　避難するときに持ち出す最小限の必需品です。あまり重いと
避難に支障が出るので、必要最低限のものをまとめ、すぐに取
り出せるところに保管しておきましょう。 

□ヘルメット・ 
　防災ずきん 

□予備電池 

□水 

□懐中電灯 

□携帯 
　ラジオ 

□非常食 
乾パンやアルファ米など、火 
を通さずに食べられるもの 

□救急医薬品・常備薬 
きず薬、ばんそうこう、解熱剤、 
かぜ薬、胃腸薬など 

□生活用品 
衣類、軍手、ナイフ、ライター、 
缶切り、簡易トイレなど 

□貴重品 
預貯金通帳、健康保険証、免許証 
など。現金は公衆電話用に小銭も 
用意 

非常備蓄品 　災害復旧までの数日間を自足するためのものです。最低で
も３日間は自足できるだけの量を用意しておきましょう。 

□非常食 
アルファ米、レトルト食品、 
缶詰、インスタント食品、 
調味料など 

□水 
プラスチックのタンクなど 
に入れて保存しておく。 
１人１日３リットルが目安 

□工具類 
救出活動に役立つスコップ、バー 
ル、のこぎり、車のジャッキなど 

□生活用品 
カセットコンロと予備のガスボンベ、 
毛布、衣類、トイレットペーパー、ドラ 
イシャンプー、ビニール袋、キッチン 
用ラップ、生理用品など 

笊ゴミは収集
日の決めら
れた時間に
出す。

笆家のまわりに燃え
やすいものを置か
ない。

笳物置などに
は必ずカギ
をかける。

笘家のまわり
を明るくす
る。

笙新聞などを
ためないよ
うにする。

笞路上駐車を
しない。

笵洗濯物の取
り込みを忘
れない。

笨おとなりと
の協力を。
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斎場からのお知らせ

スポット巡り＆ウォーキングを
楽しみませんか？

現在、東松山斎場では、和室斎場１階の洋室化工事
のため、和室斎場の使用を一時休止しております。
休止期間は10月30日貅までの予定となっておりま

す。工事期間中は、葬祭場を通夜会
場としてご利用いただけます。ご迷
惑をおかけしますが、ご理解いただ
きますようお願いいたします。
◆問合せ先◆
東松山斎場　TEL 0493－22－4279

比企広域圏内の観光スポットを
「遊ぶ」「巡る」など７つのジャンル
ごとにまとめた『比企地域観光ガ
イドマップ』と３つのエリア（３冊）
で駅から駅をむすぶコースを９つ
用意、コース内での立ち寄りスポ
ット情報も掲載した『比企地域ウ
ォーキングマップ』。
お近くの市町村観光担当課また

は観光施設などに設置されていま
すので、これを手に比企を巡って
みては。

◆問合せ先◆ 比企広域市町村圏組合振興課

さまざまな手口でお金を振り込ませる、いわゆる『振り込め詐欺』の犯罪が
後を絶ちません。
振り込め詐欺の手口は、現金を振り込ませる目的で、架空の請求内容はが
きやメールなどの手段で送りつける「架空請求詐欺」や、市町村役場や税務署
の職員などを語り、年金や税金を還付するなどと言って、ATM（現金自動預
け払い機）を操作させ、現金を振り込ませる『還付金詐欺』などがあり、こう
した被害が増加しております。

少しでも「おかしいな」と疑問に感じたとき、困ったとき
は一人で悩まず家族に相談するか、＃9110（警察相談窓口）、
または最寄の警察署へ相談を！

東松山警察署 TEL 0493－25－0110
小　川警察署 TEL 0493－74－0110
西入間警察署 TEL 049－284－0110

まだまだ被害増加中!
還付金がありますので 
指示に従って 

ATMを操作して下さい 

至急□×△に 
振り込んで下さい 

この数字を見れば、振り込め詐欺だけでいかに多く
の被害があるかわかります。「もしかしたら、これって
振り込め詐欺かも…」と思った場合には、次にあげる
被害防止4か条を守ってください。

被害件数 1,022件（うち未遂15件）
相談件数 3,364件
総被害額 15億2382万2765円

※平成20年1月1日～8月6日現在埼玉県内統計

「銀行員に声を掛けられたら葬式
費用を親せきに振り込むと言って。
そうすれば大丈夫」このような
“声掛け対策”をはじめ、「携帯電話
の番号が変わった」とウソをついたり、関係機関の連絡
先を事前に調べ、聞かれたら即座に答えられるようにし
ておくなど、周到に準備を進めて犯行に及んでいます。

振り込め詐欺被害防止4か条

巧妙化する手口…

1．電話を受けてもあわてない
2．お金はすぐに振り込まない
3．事実を確認する
4．家族や警察に相談する

少年少女体験入隊と
中学生チャレンジ事業が行われました
管内の小学６年生を対

象とした少年少女消防体
験入隊と中学校チャレン
ジ事業が７月下旬に行わ
れました。
体験入隊には総勢117

人が参加し、東松山消防
署、小川消防署の訓練場
において放水・消火・救助・救急訓練などを体験。ま
た、チャレンジ事業では各消防署、分署にて職場体験
を実施し、実際に防火衣を着装しての消火訓練や救急
訓練などに挑みました。

比企支部消防団操法大会が行われます
この大会は、火災

多発期を前に比企広
域消防本部管内の７
消防団が消防ポンプ
自動車による操法を
実施し、操作技術の
向上と士気の高揚を
目的として行います。

日時：平成20年10月26日豸 午前９時00分～
場所：比企広域消防本部・総合訓練場



市町村別人口・世帯数 市町村別人口・世帯数 
市町村名 
東松山市 
滑 川 町  
嵐 山 町  
小 川 町  
川 島 町  
吉 見 町  
鳩 山 町  
ときがわ町 
東秩父村 
合　　計 

人口（人） 総数 男 女 世帯数（世帯） 

平成20年９月１日現在 

89,973 
16,538 
19,019 
34,868 
22,703 
22,132 
15,820 
13,288 
3,680 

238,021

45,263 
8,486 
9,464 

17,285 
11,500 
11,108 
7,843 
6,693 
1,818 

119,460

44,710 
8,052 
9,555 

17,583 
11,203 
11,024 
7,977 
6,595 
1,862 

118,561

34,900 
6,153 
7,087 

12,849 
7,588 
7,417 
5,676 
4,742 
1,133 

87,545

［ ］8
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①だまされないように気をつけましょう
②最近注目されているトレーニング方法　
③焼き鳥で「もつ」のこと
④人の声を中心とした音楽
⑤外国人に対して新たに国籍を認めること
⑦毎年6月10日は何の記念日？
⑨「小さい」や「短い」
⑩幕末の思想で、天皇を尊び外敵を撃退。『尊王○○』
⑪いいかげんなさま
⑫2012年のオリンピック開催地
⑭元素記号は「N」
⑮肩○○・腰痛にはマッサージが一番!?
⑰主君の敬称
⑱子、丑、寅、卯、辰…

①東京・赤坂に今年3月誕生した複合施設の
名称は？

③比企城館跡群が国指定○○○になりました
⑥自動車などの部品で歯車のこと　　
⑦ロシア語で数字の3、三つ一組のもの
⑧組み立てていく子供のおもちゃ　　
⑪赤く透明な果肉のある果実　
⑬先を見抜く力　○○能力　
⑮要領を得ること　何をつかむ？　　　
⑯綺麗なものや素敵なものを見ると思わず
…しちゃいます

⑱安土桃山と明治の間　長い時代　
⑲サザエさんの旧姓は？
⑳運動会のリレーではこの受け渡しが大事

アルファベットに入る文字を並べ替えて、キーワードを完成させてください。正解され
た方の中から抽選で10名様にプレゼントをお送りします。当選発表は、次号31号で行います。
◆応募方法：ハガキにクロスワードパズルの答えと、住所・氏名・電話番号を明記（当選

された際、商品発送時必要なため）してご応募ください。また、本誌に関す
るご意見やご感想などもございましたら、あわせてお寄せください。

◆応募締切：平成20年10月31日（金）消印有効
◆応 募 先：〒355－0017 東松山市松葉町1－2－3

比企広域市町村圏組合　総務課「ブレイくろすわーどタイム」係

◆当選者：木幡博美様（東松山市） 森岡航野様（東松山市） 佐々木庸様（東松山市） 高尾初美様（嵐山町） 廣瀬智樹様（嵐山町）
大串誠様（小川町） 根岸良様（小川町） 関口八重子様（川島町） 岡部清治様（川島町） 小島良美様（鳩山町）

タテのカギ ヨコのカギ

鉄、カリウム、カルシウムなどとともに、食物繊維も多
く含んでおり、昔から健康食品として知られている「いち
じく」。今、川島町では米・いちごに続く第３の特産品とし
ていちじく栽培の取組みが進められています。
３年前から新規特産作物導入事業として栽培希望者を募

ったところ、平成17･18･19年度の3年間で47人の希望者
があり、現在では合計作付け面
積も5.0ヘクタールにまで広が
りました。いちじくは、栽培管
理が比較的容易で、転作作物に
もなり、初期投資が少なくて済
むのが特徴です。また、出荷開

始までの期間が短いなどの点から、新規作物として導入す
ることになりました。また、この栽培を希望した方の多くは
専業農家ではなく、退職を控えた方や女性が多いのももう
ひとつの特徴で、こうした多くの方に栽培していただき、
川島町のブランドとして広めていきたいとしています。

当初は今年度からの出
荷を予定していましたが、
ほ場調査を繰り返し、育
成状況など検討した結果、
１年繰り上げて昨年度か
ら既に出荷を始めていま
す。まだ木も若く果実も
小ぶりではありますが、

着色も良く市場からもなかなか好評のようで、今年もすで
に市場に出回っています。
また、過熟や傷などにより出荷

できないいちじくについては、町
の工房でいろいろと付加価値をつ
けた加工品の試作も進められてい
るようです。

●問合せ先 川島町農政産業課　TEL 049－297－1811

※大文字と小文字（アとァなど）は同じものとして解いてください。

前回の答えは
「トウゲンキョウ」でした。
172通応募いただき、170
通の正解をいただきました。

ー編集後記ー

誌面上欄に読者の皆さんに参加していただこうと始めた「ブレ
イくろすわーどタイム」。今回が掲載を始めて10回目になるわ
けですが、中にはかなり強引に言葉を探し、自分の知らない言
葉があったりもする？もので、解いている方にも「何この言
葉？」と感じられたことがあったのではと思われます。まだ
まだボキャブラリーが足らんなぁと作成のたびに反省しき
り…。ともあれ、毎回多くの方から応募並びにご意見・ご
感想をいただいており感謝、感謝でございます。


